
作業所長の「ソフトマネジメント好事例シート」の概要 

■はじめに 

建築生産委員会傘下の施工部会 生産性向上専門部会では、生産性に大きく寄与する作業所長

のマネジメント力の重要性に着目し、2016年から次の活動を展開しています。 

・ 作業所長座談会・講演会の開催 

・ 魅力ある現場づくりに邁進する作業所視察 

・ 作業所長のソフトマネジメント醸成プログラムの展開 

・ 建設と設備のコラボレーション 

これらの中から 58件の優れた事例を選出し、「ソフトマネジメント好事例シート」に取り纏めました。 

つきましては、「高い生産性を誇り、働きやすい現場づくり」への気付きとして、多くの作業所で活用し

て戴ければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■好事例シートの構成 

シートは、個々の手法ごとに１枚に纏め、コンテンツとして概要、写真・イメージ・図面等、「特徴・効

果・メリット」、「適用条件」等を掲載しています。 

これらは「マネジメントの構成要素」、「着眼点」、「工事段階」、「ステークホルダー」の４つの属性に

分類しており、該当欄にチェックが入っています。これをもとにキーワード検索を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手法概要 

手法名 

写真･ｲﾒｰｼﾞ･図 

特徴･効果･適用条件 

検索分類 

作業所長のソフトマネジメント力向上

ソフトマネジメント

好事例集

作業所長のソフト
マネジメント力向上

働きやすい現場づくり
・作業の効率化
・作業工程の円滑化
・手戻り作業の減少

生産性向上 建設業の魅力発信

座談会・講演会

作業所視察自己評価シート

建設と設備の

コラボレーション

～魅力ある建設生産の場づくり・人づくり～



■作業所長ソフトマネジメント力自己評価シート 

 作業所長に求められるマネジメントスキルには大きくハードとソフト（ヒューマンとマネジメントスキル）

があります。年齢を重ねるにつれソフトのウェイトが高まってきます。そこで必要なスキルを１０項目掲

げ、レーダーチャートによる見える化を図りました。自己診断により全体バランスや不足スキルを明確

にし、自己研鑚を促すことを意図しました。不足要素を好事例シートで学び改善することもできます。 

※ ホームページの「作業所長ソフトマネジメント自己評価シート」をダウンロードしてご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■おわりに 

 建築現場は一品生産であり、作業所運営は百人百様です。省人化工法やＩＣＴ・ＢＩＭ等は、生産性

を向上させる「道具」です。その道具を使いこなす「人」のマネジメント力が向上しなければ、真の生産

性向上、建設業の魅力アップにはつながりません。他には例のない試みかと思いますので、自社に

水平展開していただき、ご活用いただければ幸いです。 

以上 

問い合わせ先 (一社)日本建設業連合建築部（担当：正田）Tel．03-3551-1118 

 

 

 

 

ソフトマネジメントの位置づけ マネジメント構成要素のレーダーチャート 


